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■平成２７年度第１４回（第２５６回）都市経営戦略会議結果概要

【日 時】 平成２７年１０月１３日（火）  １５時３５分～１５時４５分

【場 所】 政策会議室

【出席者】 市長、遠藤副市長、木下副市長、本間副市長、水道事業管理者、教育長、

技監、都市戦略本部長、総務局長、財政局長、総合政策監

【議 題】（１）平成２８年度国の施策・予算に対する要望について

＜ 提 案 説 明 ＞

平成２８年度国の施策・予算に対する要望について、都市戦略本部から次のような

説明があった。

・ 今回の要望活動の目的は、前期の要望事項のうち、各府省の概算要求に盛り込まれ

たもの、及び特に緊急に来年度の国の施策・予算に反映する必要があるものについ

て、政府予算案が決定される前に再度要望を実施し、その実現を図ることである。

・ 要望活動の内容は、国会議員に対する説明会と、各府省への要望活動の２つを予定

している。

・ 国会議員に対する説明会については、１１月１１日（水）午前８時～９時にホテル

ルポール麹町にて予定しており、市長からさいたま市関連国会議員に対し、要望事

項等の説明を実施する。 

・ 各府省に対する要望活動については、同日午前中に各府省にて市長、本間副市長、

技監及び所管局長等により実施を予定しているほか、市長が政務三役へ面会し要望

ができるよう、１６日（月）、２０日（金）を予備日程として予定している。政務三

役への面会は、現在、東京事務所を通じて調整している。 

・ 要望事項については、（１）継続要望のうち、国の概算要求に盛り込まれたとして選

定したものが９項目、（２）概算要求に盛り込まれていないが、引き続き要望すると

して選定したものが６項目、（３）新規要望事項等として選定したものが３項目の、

計１８項目となった。 

・ このうち、新規要望事項等については、①与野大宮道路の事業中区間の早期完成及

び未着手区間の早期事業化、②地方創生の新型交付金の早期の情報提供と制度設計、

③平成２８年度税制改正における税源の確保等、の３項目である。 

・ また、前期に要望をしたもののうち、国の概算要求に反映されなかったものや国に

制度改正等の特段の動きがないもの、要望が実現、達成されたと判断したものなど、

今回選定しなかったものが計２２項目である。 

・ 説明会において国会議員に説明する要望事項は、市長が自ら要望を行うのにふさわ

しい事項であるものや市の政策的ＰＲにつながるもの、特に翌年度に向けて政府各

党等において現在取組を進めている等、時宜を得た事項であるもの、という３点を
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基準とし、計９項目とした。

・ また、市の動向や施策等へ、より一層の理解をいただくため、要望内容の説明のほ

かに、前期要望活動後の進捗状況や前期説明会で出た意見等への対応状況、市の主

な施策や事業等の状況等についても、説明会での説明事項に盛り込むこととしたい。

＜ 意 見 等 ＞

・ 前期の説明会での出席議員からの意見として、情報がリアルタイムに来ないので、

説明会が通り一遍の場になっているという指摘もあったが、なかなかすぐに改善し

ていくのも難しいと感じるので、今回はこのような形での流れで良いのではないか。

→ リアルタイムでの情報提供というものもなかなか難しいが、現状では東京事務所が

頑張ってくれているところだと思う。また、先の議員の指摘もあり、資料のとおり、

今回の説明会では市の主な施策等の状況や、今回の要望事項が前期と同じものにつ

いては前期要望後の進捗状況について説明することを想定している。実際の説明資

料については今後作成し、個別レク等でお示ししたい。

・ 今回は内閣改造で大臣等も交代したので、どれくらいアポイントが取れるかが鍵に

なってくる。

→ 東京事務所と連携と密にしながら、面会が実現できるようにしていきたい。

・ 今回は目新しい要望事項はないが、これまでのものを引き続き説明、要望していく

ことで理解を深めていただくという趣旨になるのか。

→ そのように考えている。

＜ 結 果 ＞ 

・ 都市戦略本部発議のとおり了承する。

＜ 会 議 資 料 ＞

（資料）平成２８年度国の施策・予算に対する要望（後期）について


